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失敗しない要求分析手法１ 
 

－あなたもできる簡易版要求分析手法－ 
 

アブストラクト 

 

1.プロジェクトの失敗と要件定義工程の関連 

近年 ITシステムに対する要求は多様化・複雑化してきており、要件定義がうまくできずにプロジェク

トが失敗するケースが増えてきている。 

そこで失敗事例をもとに要件定義で起きてしまう失敗原因を分析した結果、いくつかの共通した問題

に集約されることがわかった。 

(1) 要件定義に必要なプロセスを実行しないまま要求分析を進めている 

(2) 要求を引き出せない、もしくは引き出し方が適切でない 

(3) 合意形成が十分にできていない 

これらの問題を解決するため、これまでにも様々な要求分析手法が存在してきたが、いずれも概念的

なものであり、実務で利用するには非常に困難であった。 

 

2.研究アプローチ 

そこで当分科会はプロジェクトの失敗リスクを最小限に抑える事を目的とし、誰でも容易に使いこな

せる要求分析手法の研究・開発を行うこととした。 

既存要求分析手法に対して、当分科会では以下の点に留意して研究を行った。 

(1) 解説の充実 

(2) 具体的なツールとサンプル（使用例）の提供 

(3) 検証の実施による有効性の裏付け 

 

3.「あなたもできる簡易版要求分析手法」の開発 

(1) あなたも使える要件定義プロセス一覧 

要件定義作業を進め

る上で必要となるプロ

セス一覧を開発した。 

当分科会のプロセス

一覧は、既存のプロセス

定義で触れられていな

い各プロセスの内容と

注意事項について具

体的に説明した。 

経験の浅い担当者

でもこのプロセス一

覧に則って作業することで、プロセス実施の漏れや重要性判断の欠如などが防げる（図表１）。 

 

(2) こうして使おうインタビューツール 

当分科会ではこれまで曖昧にされてきた、要件定義作業を進める上で重要な、インタビューの進

め方を表現した運用フローを開発した。 

インタビューに関連する文書（①課題管理表、②インタビューシート、③インタビューチェック

シート）を紐付けて要件定義工程での課題・要求を一元管理でき、インタビューの効率化や具体化

が図れる（図表２）。 

中分類 プロセス 注意事項
業 務目的の確認 目的、課題（現状、原因）を

明確にする。

業 務達成 要件の 確認 要求内容、課題の達成目標を
明確にする。

期待される導入効果を明確にするこ
と。
数値目標を明確にすること。

ユ ーザー への参 画依頼 プロジェクトへのユーザー参画を
依頼する。

・決定権限を持った（あるいは権限
者への提案ができる）業務担当者で
あることの確認を行い、そうでない
場合はリスクのあることを説明する
こと。
・ユーザー部門の代表者を明確にす
ること。（ユーザーと計画調整がで
きる、業務フロー承認ができる）
・業務に精通している人を体制に組
み込むこと。
・パワーバランスも考慮すること。
（弱い立場の人も意見も汲み上げら
れるような体制）

１．プロジェクト準備
大分類

(1) 目的の把握

(2) 体制の準備

図表１ あなたも使える要件定義プロセス一覧 

各プロセス

の内容を具

体的に記述 

プロセス毎

の注意事項

（べし、べ

からず） 

既存の定義のカバー範囲 新たに追加した内容 
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(3) みんなが納得するご意見調整表 

要件定義作業を

進める上で、相反す

る意見の対立がボ

トルネックとなり

進捗の悪化や課題

の先送りなどの深

刻な事態を招くこ

とがある。 

当分科会では対

立状況を可視化す

ることでお互いの

妥協点を探り、解決

に導くアイディア

を管理するシート

を開発した（図表

３）。 

 

 

 

4.有効性の検証 

当分科会で開発した要求分析手法が当初の狙い通り誰もが

使いやすく有効なのか、実案件及び過去の事例に適用した評

価と有識者へのアンケートを実施して検証した（図表４）。そ

の結果、既存の手法とは異なり、経験の浅い担当者でも使え、

システム開発における主な失敗原因に有効に作用することが

証明された。 

 

5.まとめ 

従来の要求分析手法は、現実のシステム開発では実際には利用できないという欠点があった。 

そこで我々は、要求分析手法の課題を解決し、システム部門の要員が容易に使いこなして ITシステム

の開発プロジェクトを成功に導くツールを開発した。 

今後、当分科会で開発した要求分析手法を創意工夫しながら積極的に活用していただき、IT システム

開発プロジェクト成功の一助になれば幸いである。 

開始直後 インタビュー前 インタビュー当日 インタビュー後
ユ
ー

ザ
ー

部
門

シ
ス
テ
ム
部
門

業務
フロー

課題
管理表

課題
管理表

インタビュー
準備

インタビュー
チェックシート

インタビュー
シート

インタビュー
シート

内容確認・
回答準備

インタ
ビュー

結果入力
インタビュー

シート

結果記入済

インタビュー
シート

結果記入済

インタビュー
シート

結果記入済

結果確認

課題更新

ファイリン
グ

課題
管理表

インタビュー
シート

インタビュー
シート

（１）

（２）

※ ※

（３）

（４）

（５）

（６）

（７） （８）

（９）

※課題管理表に記載されている課題項目が解決するまで (2)～(9)を繰り返す。

図表２ インタビュー運用フロー 

ハンディバーコード端末を利用して使用部
材の実績収集をロット単位に行う

（１）ハンディ端末導入コストが捻出できる
（２）バーコード印字された現品票を運用で
きる

（２）社内在庫は全て社内現品で管理する

計画時に先入先出にてロット単位で使用
部材のピッキング指示を行う

（１）指示通りにピッキングできる
（２）イレギュラー発生時は製造現場にて
実績入力する

（１）現場教育，運用の徹底
（２）不良発生しやすい工程の後工程には
検査ポイントを設ける

アイディア内容 前提条件 対策

製造時の使用
部材実績集計

は，みなしで行

う

製造時の使用
部材実績集計

は，実績ベース

で行う

実績集計負荷

を軽減する

正確な製造原

価を把握する

利益を生む体質

に変える

企業競争力を

高める

生産性を高める

対立関
係

使用部材実績集計をみなしで行いつつ，

正確な製造原価は把握できないか？

使用部材実績集計を実績ベースで
行いつつ，実績集計負荷を

軽減できないか？

図表３ ご意見調整表 

インタビュー前準備作業の 

充実がポイント 

議論の空中戦をせず、

対立状況を可視化 

図表４ 有効性の検証 

後工程で発生する課題の予防効果 60%
プロセス一覧を使ってみたい 97%
要求引き出しの改善効果 22%

要件調整時間の削減効果 40%
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